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1 はじめに 

本研究調査報告では、アウクスブルク市

の建物や教会から、建築技術や装飾につい

て学び、どのような歴史的背景や文化があ

るのか、ということについて論述してい

る。 

日本の建物と西洋の建物の作りが違うこ

とは言うまでもなく、その背景にある歴史

や文化を知る手掛かりになるのではないか

と考えている。2000 年の歴史を持つアウ

クスブルグ市から、建築という言葉をキー

ワードに歴史や文化を知る一つのきっかけ

になるよう願っている。 

まず初めに、本研究調査報告書では、今

回の派遣にて実際に訪れた場所を上げて紹

介していく。様々な場所に視察に行った

が、その中でもひと際歴史について知るこ

とができる、ノイシュヴァンシュタイン城

をあげて先に挙げた問いに迫っていく。ノ

イシュヴァンシュタイン城は滞在 4 日目に

訪れた荘厳な城で、中の装飾には数々の宝

石が使われていたことが印象的だった。ど

こから見ても美しく、歩いて 15 分ほどの

ところにある橋から眺めるノイシュヴァン

シュタイン城と、城の近くで眺めるノイシ

ュヴァンシュタイン城は全く違う顔を持っ

ているような印象だったことを今でもはっ

きりと覚えている。 

 
徒歩 15 分の橋から見たノイシュヴァンシュタイン城 

 

2 ルートヴィッヒ二世 

 内装や装飾について記述する前にノイシ

ュヴァンシュタイン城を建てたオットー・

ルートヴィッヒ・フリードリッヒ・ヴィル

ヘルム（以下ルートヴィッヒ二世）につい

て概要をまとめたいと思う。 

（左）ルートヴィッヒ二世 

 （右）近くから見たノイシュヴァンシュタイン城 

 



国王一家はアルゴイ地方のフュッセンの

街の郊外にあるホーエンシュヴァンガウ城

で過ごすことが多かった。その一方で父と

ルートヴィッヒ二世が共に過ごす時間は少

なく、彼への教育は厳しく禁欲的なもので

あった。そして父が突然死したことでルー

トヴィッヒ二世は、始めたばかりの勉学の

中断を余儀なくされ、国王の座に即位しな

ければならなかった。彼はそのような状況

の中でも、国政に真摯に取り組み民衆から

信頼を得ていた。彼自身結婚については考

えていなかったが、周りの声と将来のため

に血のつながっているゾフィーと婚約する

考えに至る。しかし婚約期間が⾧すぎる

故、彼女の父に早期結婚を迫られ婚約破棄

になってしまう。ルートヴィッヒ二世はこ

の一連の出来事がきっかけで国政をおざな

りにしてしまい、趣味に生きるようになっ

てしまう。 

 

 ここまでは、ルートヴィッヒ二世が婚約

破棄に至るまでの流れを私なりに簡潔にま

とめたものである。ここからルートヴィッ

ヒ二世の性格や心情を読み取ることができ

るのではないだろうか。 

彼が戴冠マントを受けとった時点での年

齢は 20 歳である。まさに様々な経験をし

て見聞を広げ、自身の価値観を豊かにする

学生時代の真っただ中に、国政に努めるの

は考えられないほどの責任と時間の拘束が

あるに違いない。もし、結婚問題や婚約破

棄がなければ、彼はこのまま国政に真摯に

取り組み続けたのだろうか。生涯にわたっ

て国のことを考え続ける人生となったのだ

ろうか。誰も知る由のない未来を考えては

彼の生きづらさに憐みの気持ちが湧き出て

くる。続いて趣味に生きるようになったル

ートヴィッヒ二世だがどのような趣味に生

きたのか見ていきたい。 

 

 婚約破棄後、ルートヴィッヒ二世は芸術

と音楽に没頭するようになる。ノイシュヴ

ァンシュタイン城、ヘレンキームゼー城、

リンダーホーフ城の 3 つの城の着工に着手

する。ノイシュヴァンシュタイン城は中世

騎士の理想を表したお城、ヘレンキームゼ

ー城はヴェルサイユ宮殿に倣ったお城、そ

してリンダーホーフ城は私的な隠れ家とし

て利用されていたお城である。晩年には精

神状態が悪化したことが原因で王位を剥奪

されてしまう。そしてシュタルンベルク湖

にて医者とともに謎の死を遂げていたそう

だ。死因についてはわかっておらず、自殺

か、他殺か、事故死なのか、様々な説が出

ている。生前ルートヴィッヒ二世は「私が

死んだらこの城（ノイシュヴァンシュタイ

ン城）を破壊せよ」と遺言していた。それ

は彼が城を自分の世界の中だけに留めたい

という思いからきた願いだったが、その願

いはかなえられず、地元の住民に開放する

ことで観光資源となった。現在でも文化財

として保全されバイエルン地方随一の観光

資源となっている。 

 
ヘレンキームゼー城 



 

 

リンダーホーフ城 

 

ルートヴィッヒ二世の死が未だわからな

いからこそ、謎に包まれた城とルートヴィ

ッヒ二世の存在が魅惑的なもののように見

える。城を 3 つ建てることで国の予算はど

んどんなくなり底をついていたのではない

だろうか。退位もこじつけなのだとしたら

暗殺や他殺が有力な説なのではないかと考

えるが医者が同行していたことから、共犯

である可能性もぬぐい切れない。ルートヴ

ィッヒ二世の願いであった「城を燃やして

破棄する」ということが実行されなくて本

当に良かったと、視察に行って強く思う。

もちろん観光資源として大切なスポットで

あることに間違いはないが、彼の歴史を、

この町の当時の状況を、荘厳で綺麗なお城

を残しておけたことは、後世にとって何よ

りの財産なのではないかと思う。 

 

3 ノイシュヴァンシュタイン城 

 ここからは、先ほどのルートヴィッヒ二

世についてのことを踏まえたうえで、より

ノイシュヴァンシュタイン城という城に焦

点を当てていきたいと思う。驚くことに、

ノイシュヴァンシュタイン城の下絵は画家

が描いている。より詳細で技術的な構図は

建築家が描いているのだが、最初の構想や

下絵は画家が想像を働かせて描いていた。

ルートヴィッヒ二世が、いかに芸術を好ん

でいたかということが分かるのではないだ

ろうか。そして建築される際には当時の最

新技術であった蒸気クレーンも使用されて

いた。ここで建設労働者のためにバイエル

ンで最初にあたる社会保険が導入された。

最新技術の導入と社会保険の導入はこの町

に大きな技術と革新をもたらしたのではな

いだろうか。 

 続いて上部宮殿中庭についてだが、ここ

はオペラ「ローエングリーン」第二幕をモ

デルにしているといわれている。2 章のル

ートヴィッヒ二世のところでも少し名前が

出たのだが、ゾフィーというのはルートヴ

ィッヒ二世のいとこであるエリザベートの

近親にあたる人物である。ルートヴィッヒ

二世は、このローエングリーンに出てくる

エルザとなぞらえて、ゾフィーと接してい

たといわれている。またローエングリーン

に関連して、城の中のほかの場所でもロー

エングリーンの彫刻などが飾られている。

空想の世界で十分に生きている実感を覚え

たかったのかもしれない。もしくはこの時

からすでに精神的不調があったとするのな

らば、自分はすでにローエングリーンの世

界にいると思っていたのかもしれない。彼

の芸術への愛をこのノイシュヴァンシュタ

イン城のいたるところから感じることがで

きる。 

 実際にお城の中を視察した際に「歌人の

間」というとても大きな部屋の視察をし

た。ルートヴィッヒ二世はコンサートホー

ルとして使う考えは一切なかったようで、



儀式のために用いていた。しかし、のちの

1933 年に初めてコンサートホールとして

使われ、毎年宮殿コンサートが開催されて

いる。使用することができない、見学のみ

の観光資源にとどまらず、実際に使用する

ことでさらにその価値を上げ、城のことを

知るきっかけの一つになるのではないかと

思う。 

 また城のあちこちに白鳥の絵画や装飾が

施されていた。これは清純の象徴であるこ

とを表しており、シュヴァンガウの騎士の

紋章に由来しているようだ。城のいたると

ころに白鳥が鎮座していることから、いか

に大切に思っていたかがうかがえる。 

白鳥の次にルートヴィッヒ二世が好んで

いた動物が孔雀である。ノイシュヴァンシ

ュタイン城の化粧室の中で使われている織

物には孔雀のモチーフを金の糸で刺繍して

いる紫のビロードが使われている。ルート

ヴィッヒ二世は日記にもこう記している。 

 

 「私を魅了する動物は、ひとつしかいな

い。創造物の中で最も美しい傑作は孔雀で

ある」 

 

 いかに孔雀を魅力的に思い、城の中に取

り入れようとしたかがわかる一文となって

いる。 

 

4 総括 

 ここまで、お城の概要とルートヴィッヒ

二世自身について、ノイシュヴァンシュタ

イン城の内側にある装飾について私自身の

考えとともに、考察を深めてきた。ルート

ヴィッヒ二世の人生は壮絶だったという事

実と彼の「好き」を詰め込んだ城の数々。

今回のノイシュヴァンシュタイン城の視察

を通して、彼の歴史と考えを少し知ること

ができたと感じている。今までは何気なく

写真を見てきれいだなと感じていただけの

ノイシュヴァンシュタイン城。歴史的背景

やかかわった人物を知ることでこんなにも

見方が変わることに驚いている。もし機会

があれば、さらなる知識を付けたうえで、

もう一度ノイシュヴァンシュタイン城を訪

れたい。その時にどのような印象を自分の

中に抱くのだろうか。初めて見た時とは異

なる感情を抱けていることを願うと同時に

最後に、ルートヴィッヒ二世の言葉の中で

私にとって一番印象深い一文を添えて終わ

りとしたい。 

 

 「私は時計のようにわが人生を規制しな

いなら、孤独に耐えられないであろう。孤

独は私に重くのしかかるが、それなしでは

過ごせないのだ。」 

 

 孤独な人生がさらに孤独になることを表

しているこの一文。時計のように縛るもの

があるからこそ生きることができる、とい

う彼なりの生き方を表していてとても印象

深い一文だと感じた。 

 今回の視察から学んだことは数えきれな

いほどある。一つ一つを丁寧に消化して、

私自身の記憶と経験へと変えていきたいと

考えている。 
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